
明
治
初
年
に
お
け
る
石
代
納
と
地
域
高
人

1

1

佐
賀
地
域
に
つ
い
て

!
i

長

野

選

一
、
は
じ
め
に

幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
米
納
年
賀
制
を
基
調
と
し
た
寅
租
体
制
か
ら
、
地
価
に
基
づ
く
地
担
金
納
制
へ
の
転
換
は
、
貫
租
制
度
の
変

化
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
社
会
体
制
の
大
き
な
転
換
の
基
軸
を
な
し
た
点
で
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

地
租
改
正
の
歴
史
的
前
提
と
い
う
こ
と
で
、
在
代
納
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
き
討
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
明
治
七
年
に
焦

点
を
当
て
て
考
察
し
て
み
ま
う
。
石
代
納
が
田
方
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
、
石
代
納
は
各
地
で
推
進
さ
れ
て
ゆ

く
が
、
そ
れ
は
幕
議
期
の
村
請
鋭
機
能
を
継
承
す
る
こ
と
で
遂
行
さ
れ
て
い
っ
た
。

維
新
政
府
の
お
代
納
推
進
政
策
に
よ
っ
て
、
県
官
は
県
下
の
村
々
に
お
代
納
の
調
達
を
強
い
た
。
村
請
掛
か
ら
す
る
と
、
石
代
納
金

の
取
り
ま
と
め
は
村
が
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
農
民
に
貨
幣
蓄
積
が
少
な
い
場
合
は
、
村
役
人
膚
が
こ
の
調
達
に
当
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
こ
の
間
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
検
討
し
た
の
台
、
本
稿
で
は
石
代
腕
が
伴
う
諸
問
題
の
中
で
、
析
の
統
一
化
、

家
隷
米
と
石
代
納
の
関
係
、
石
代
納
と
米
市
場
の
問
題
に
つ
い
て
検
封
し
よ
う
。

佐
賀
地
域
で
は
京
析
と
異
な
っ
て
、
国
析
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
寅
積
制
の
統
一
化
の
た
め
に
は
、
析
を
統
一
化
す
る
必
要
が
あ
っ
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と
い
う
面
で
も
肝
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
が
、
こ
れ
が
石
代
納
に
よ
っ
て
ど
う
進
展
し
た
か
の
検
討
は
、
度
量
衡
の
統

家
芭
聞
に
は
家
禄
米
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
家
隷
米
の
基
礎
に
な
る
年
寅
米
が
貨
幣
納
化
さ
れ
る
と
、
家
探
米
も
貨
幣
渡
し
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
家
様
米
の
貨
幣
渡
し
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
家
禄
の
現
米
支
給
が
基
本
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
が
石
代
納
進
展
の
髄
止
的
要
因
と
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
こ
の
状
、
況
を
考
察
す
る
こ
と
も
石
代
納
問
題
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

石
代
納
は
現
米
販
売
に
よ
っ
て
貨
幣
を
調
達
し
、
上
納
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
た
が
、
地
域
で
米
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
お
代
納
が
閤
難
に
な
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
よ
う
な
動
き
を
示
し
た
の
が
、
小
野
組
や
コ
一
井
組
な
ど
の
商
人
層
で
あ
っ
た
。
石

代
納
金
を
一
括
納
入
し
、
そ
の
代
り
に
石
代
納
金
相
当
額
の
現
米
を
納
め
さ
せ
る
仕
組
は
、
有
力
商
人
層
の
拾
頭
を
促
し
た
が
、
官
金

取
り
扱
い
に
対
す
る
抵
当
物
件
提
出
の
義
務
化
に
よ
っ
て
小
野
組
が
没
落
す
る
と
、
こ
の
機
能
を
地
域
有
力
商
人
躍
が
担
う
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
は
米
市
場
再
編
に
お
け
る
新
た
な
動
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
の
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
幕
藩
制
的
米
穀
流
通
体
制
の
変

容
を
解
明
す
る
上
で
も
肝
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注
(
1
)

拙
稿
「
明
治
初
期
に
お
け
る
お
代
納
の
一
考
察
i
佐
賀
地
域
に
つ
い
て

i
」
(
「
佐
賀
大
学
経
済
論
集
」
二
八
巻
一
口
一
勺
、

「
明
治
初
期
佐
賀
地
域
の
石
代
納
状
況
l
明
治
問
、
五
年
に
つ
い
て

i
」
(
向
、
一
一
八
巻
二
号
、
一
九
九
五
年
七
月
)
。

(
2
)

佐
賀
地
域
に
お
け
る
明
治
初
年
の
震
犯
の
統
一
化
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
制
稿
「
明
治
初
期
の
震
租
政
策
に
関
す
る

年
の
佐
賀
地
域
に
つ
い
て
!
」
(
「
佐
賀
大
学
経
済
論
集
」
五
巻
六
号
、
一
九
九
四
年
一
月
)
参
照
。

一
九
九
五
年
五
月
)
、
問

考
察
|

/¥ 
七

一一、

石
代
納
と
耕
の
統
一
化

明
治
六
年
十
月
十
八
日
に
「
直
管
下
戸
副
長
井
支
騨
へ
達
案
」
が
作
成
さ
れ
、
明
治
六
年
の
貫
租
米
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
指
達
し

て
い
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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当
秋
貫
米
ノ
義
凡
積
立
、
何
処
蔵
へ
現
米
間
石
、
古
代
納
何
石
ト
書
戴
分
、

村
限
リ
取
躍
、
来
ル
三
十
日
限
り
租
税
諜
差
出
可
申

と
指
示
し
て
い
る
。

幕
藩
制
期
の
寅
租
納
入
制
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
代
納
部
分
の
明
記
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
。

村
ご
と
に
ま
と
め
て
報
告
さ
せ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
村
諸
制
的
機
能
に
基
づ
い
た
運
用
で
あ
る
。

明
治
六
年
十
月
段
階
で
も
、
幕
藩
制
的
貿
租
体
制
に
あ
る
こ
と
は
、
大
区
小
底
制
の
行
政
組
織
の
下
に
お
い
て
も
、
寅
租
体
制
は
旧

来
の
村
請
制
的
機
能
を
基
礎
に
連
営
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
反
映
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
出
来
の
村
落
内
の
諸
慣
行
を
前
提
と
し
た

運
営
と
、
上
か
ら
の
急
速
な
統
一
化
政
策
と
の
矛
騒
を
内
在
さ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。

明
治
六
年
十
一
月
十
五
日
に
は
、
京
桝
販
売
が
正
式
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
来
、
佐
賀
地
域
は
国
析
を
用
い
て
い
た
が
、
析
の
統
…
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
京
析
の
調
達
を
準
備
し
て
い
た
。
こ
の
京

明治初年における石代納と地域商人

桝
が
到
着
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
に
し
た
コ
戸
副
長
へ

左
ノ
者
共
へ
京
桝
売
捌
所
申
付
候
末
、
西
京
注
文
ノ
桝
到
着
ニ
付
、
在
ノ
代
価
ヲ
以
売
捌
候
段
申
出
候
ニ
付
、
入
居
向
ハ
買
請
可
申

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

事
と
示
達
し
、
京
析
の
売
り
捌
き
は
侶
佐
賀
城
下
町
噌
の
有
力
商
人
の
古
賀
善
兵
衛
と
伊
丹
文
左
衛
門
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
示
達
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
桝
の
統
一
化
が
肥
前
地
域
で
も
進
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

京
桝
の
侵
透
は
、
石
代
納
値
段
届
け
の
場
合
に
も
、
京
桝
一
石
の
値
段
と
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
た
。

明
治
八
年
十
一
月
二
十
四
日
に
は
、
石
代
納
値
段
の
件
で
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

石
代
産
段
ノ
義
、
昨
壬
申
年
ハ
佐
賀
・
唐
津
・
田
代
・
伊
万
里
四
ヶ
所
平
拘
ヲ
以
被
相
極
候
処
、
毘
代
・
伊
万
里
ノ
儀
ハ
僻
邑
ノ
地

ニ
テ
、
月
E
相
場
棺
立
兼
何
分
平
均
産
段
ニ
者
難
相
用
候
ニ
付
、
当
突
酉
年
ノ
義
ハ
団
代
・
伊
万
車
両
所
ヲ
棺
捺
キ
、
一
苅
小
城
・
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地
・
鹿
嶋
=
…
県
最
寄
ノ
市
町
相
加
一
E
云
平
均
ノ
義
相
何
様
処
、
管
内
相
場
相
立
候
ケ
所
1

1

ハ
無
洩
取
纏
一
平
均
之
積
可
相
心
得
云
去

御
指
令
相
成
候
処
、
最
前
相
伺
候
通
外
ケ
所
t
t
ノ
義
ハ
何
分
相
場
相
立
兼
候
ニ
付
、
右
五
ケ
所
日
t
相
場
平
均
ヲ
以
制
御
届
栢
成
方

可
然
哉
、
因
戸
副
長
へ
左
ニ

と
あ
(
別
、
石
代
相
場
設
定
の
場
所
を
変
更
し
た
冒
が
記
さ
れ
て
い
る
。

田
代
は
旧
対
馬
藩
の
飛
地
問
代
領
内
の
代
宮
所
が
あ
っ
た
所
で
、
伊
万
患
は
佐
賀
本
藩
領
で
有
田
掬
磁
器
の
移
出
地
で
あ
っ
た
が
、

両
所
と
も
に
米
穀
取
引
が
盛
ん
な
所
で
は
な
か
っ
た
。

石
代
納
値
段
設
定
が
改
め
ら
れ
、
ま
た
平
均
相
場
の
期
間
が
定
め
ら
れ
た
が
、
「
「
副
長
へ
連
案
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

佐
賀
郡

佐
賀
町

神
埼
町

牛
津
町

鹿
島
町

神
埼
郡

小
城
郡

藤
津
郡

松
浦
郡
唐
津
町

右
五
ケ
所
発
丙
年
寅
米
井
大
立
石
代
平
均
蔑
段
ニ
取
用
候
一
一
付
、
十
月
十
五
日
占
十
二
月
十
五
日
迄
六
十
一

ニ
雛
形
ノ
通
十
二
月
廿
日
限
琵
出
可
申
事

日
ノ
関
、
日
t
相
場
左

但
京
桝
寄
石
ニ
付
テ
ノ
直
段
ト
可
相
心
得
事

と
あ
(
引
。
神
埼
町
は
出
蓮
池
藩
、
鹿
島
町
は
出
鹿
島
藩
、
窟
津
町
は
旧
唐
津
藩
の
藩
政
中
心
地
で
あ
り
、
牛
津
町
は
旧
小
城
藩
の
諸
物

品
の
移
出
入
地
で
あ
っ
た
。
石
代
納
値
段
設
定
地
が
旧
藩
の
行
政
地
か
有
力
町
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
石
代
納
値
段
を
よ
り
正
確
に

把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
京
析
で
器
代
納
値
段
の
設
定
を
求
め
て
い
る
。

注
(
1

「
逮
絞
」
明
治
六
年
九
月
ヨ
リ
十
二
月
迄
(
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
、
以
下
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
史
料
は
問
問
館
蔵
の
も
の
)
。

338 



(2) 

(3) 

(
4
)
 
!湾問問一

一
一
、
石
代
納
と
家
橡
米

明治初年における石代総と地域商人

石
代
納
が
進
行
す
る
中
で
、
家
禄
も
現
米
支
給
で
な
く
貨
幣
渡
し
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
は
、
芯
代
相
場
に
準
じ

て
の
現
金
渡
し
で
あ
っ
た
。
石
代
腕
が
家
禄
渡
し
も
現
金
化
を
進
め
さ
せ
て
い
る
。
ど
の
程
度
家
禄
が
現
金
渡
し
に
な
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
明
治
六
年
の
天
災
に
よ
る
不
作
は
米
価
の
鶴
賛
と
な
り
、
そ
の
た
め
、
現
金
渡
し
は
士
族
の
生
活
を
圧
迫
す
る
の
と
な
っ

た
。
家
禄
は
石
高
で
表
示
さ
れ
、
そ
の
石
代
価
格
で
の
現
金
渡
し
で
あ
る
か
ら
、
米
価
が
上
が
れ
ば
家
課
金
も
増
額
す
る
の
が
当
然
と

い
う
発
想
に
な
る
。
士
族
躍
と
石
代
納
の
関
係
が
こ
の
面
で
矛
盾
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
動
き
と
し
て
、
明
治
七
年
一
月
二
十

九
日
に
佐
賀
県
が
大
蔵
省
に
上
申
し
た
事
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
次
の
よ
う
な
上
申
が
行
わ
れ
て
い
る
。

当
管
下
之
儀
昨
年
間
一
十
魁
且
風
損
等
有
之
、
民
庶
食
料
ニ
茂
引
足
兼
一
般
石
代
納
願
出
候
問
、
御
規
則
通
米
価
平
均
候
得
者
壱
石
ニ
付

三
円
六
拾
弐
銭
五
毛
七
糸
右
価
位
ヲ
以
貫
属
江
渡
方
取
計
候
得
者
、
苦
情
等
市
出
候
次
第
ハ
無
之
筈
ニ
候
得
共
、
方
今
価
沸
騰
壱
石

一
一
付
四
円
拾
三
銭
壱
毛
八
糸
ニ
相
成
、
就
而
ハ
前
件
相
渡
候
石
代
金
ヲ
以
現
石
賀
入
候
得
者
多
分
之
間
際
相
立
、
実
ニ
御
一
新
以
来

減
禄
之
末
、
震
属
之
者
難
渋
之
次
第
難
獣
止
儀
ニ
付
何
卒
出
格
之
訳
ヲ
以
当
年
眼
三
円
六
拾
弐
銭
蕊
毛
七
糸
江
壱
割
弐
分
五
麗
増
代

価
ヲ
以
渡
方
御
許
容
御
産
候
様
仕
度
、
依
之
物
価
表
相
添
へ
此
段
泰
願
候
也

と
あ
る
。
古
代
相
場
一
石
に
つ
き
…
ニ
円
六
二
銭
五
毛
七
糸
で
士
族
関
に
漉
し
て
き
た
が
、
明
治
六
年
の
風
子
損
で
米
舗
が
上
が
り
、
一

一
銭
一
毛
八
糸
に
な
り
、
こ
の
た
め
石
代
金
で
も
っ
て
米
を
貿
い
入
れ
れ
ば
多
分
の
損
失
に
な
る
の
で
、
三
了
五
%
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の
石
代
金
の
増
額
を
願
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
騰
貴
し
た
米
価
水
準
に
家
禄
米
の
石
代
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
願
い
出
て
い

る
が
、
家
禄
米
が
石
代
納
と
の
関
連
で
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

石
代
納
進
展
は
家
禄
米
と
の
関
係
で
限
界
に
近
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
家
隷
米
を
家
禄
金
に
転
換
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
す
で
に
家
禄
米
は
現
金
渡
し
が
一
部
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
米
価
騰
費
は
士
族
問
胞
に

矛
盾
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
度
重
な
る
減
捧
の
上
な
の
で
、
こ
の
不
満
が
反
政
府
的
風
潮
を
生
み
出
す
要
因
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
前
記
の
よ
申
に
対
し
て
、
大
蔵
省
は
大
限
重
信
名
で
明
治
七
年
一
一
丹
十
四
日
に
、
こ
の
上
申
の
願
い
を
却
下
す
る
こ
と
を

通
達
し
た
が
、

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

書
面
寅
属
家
犠
若
代
渡
之
節
者
明
治
六
年
太
政
官
第
三
百
サ
四
号
公
布
之
通
、
立
(
年
之
寅
納
椙
場
ヲ
以
可
相
渡
定
規
一
一
付
、
申
立
之

趣
難
問
届
候
事

と
(
三
太
政
官
布
告
三
ニ
田
口
す
に
基
づ
く
措
寵
と
し
て
、
そ
の
年
の
石
代
棺
場
で
家
禄
金
を
渡
す
よ
う
に
定
め
て
い
る
の
で
間
き
届
け
ら

れ
な
い
と
し
て
い
る
。

家
様
が
石
代
納
と
の
関
係
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
石
高
制
の
原
理
が
ま
だ
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

石
高
制
が
廃
止
さ
れ
て
も
、
現
実
的
に
は
そ
れ
が
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
現
わ
し
て
い
た
。

明
治
六
年
の
子
風
水
害
に
よ
り
、
佐
賀
地
域
は
か
な
り
の
被
害
を
蒙
っ
た
が
、
こ
の
た
め
現
米
納
が
悶
難
と
な
り
、
石
代
腕
を
願
い

出
る
村
々
が
出
た
。
明
治
七
年
一
月
に
佐
翼
県
は
、
大
蔵
省
租
税
祭
に
対
し
て
寅
米
の
石
代
納
願
い
を
次
の
よ
う
に
提
出
し
た
。

昨
発
酉
年
貢
米
ノ
義
、
早
魁
大
風
等
ニ
テ
異
常
ノ
凶
作
ニ
付
テ
ハ
、
米
性
別
テ
悪
敷
偲
分
正
納
ノ
運
相
付
兼
候
ニ
付
、
悉
皆
若
代
致

シ
度
各
戸
長
中
占
願
出
候
、
右
ハ
兼
テ
御
布
告
之
官
モ
有
之
候
ニ
付
差
許
候
、
追
テ
検
見
落
差
穣
収
額
高
差
出
可
申
候
、
此
段
御
崩

仕
候
也

と
あ
り
、
不
作
に
よ
る
石
代
納
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
石
代
納
は
不
作
に
よ
っ
て
進
展
し
た
こ
と
に
な
る
。
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明治初年における石代納と地域商人

こ
れ
は
他
面
で
は
検
見
な
ど
で
不
作
量
を
算
定
す
る
の
に
手
間
を
要
す
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
と
み
る
が
、
石
代
納
化
の
一
面
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
貫
租
金
の
徴
収
を
第
一
義
的
と
し
た
こ
と
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
面
で
は
石
代
金
の
徴
収
が
厳
し
く
行

わ
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
同
年
二
月
に
は
、
石
代
金
五

O
%
の
上
納
を
佐
賀
県
は
大
蔵
省
租
税
案
に
届
け
出
て
い
る
。

寅
米
石
代
金
五
部
納
一
丹
品
川
一
日
限
収
納
致
候
、
追
而
検
見
前
差
引
収
額
高
極
詳
細
御
届
可
致
候
也

と
、
石
代
金
の
五

O
%収
納
し
た
こ
と
を
上
申
し
て
い
る
。

明
治
七
年
に
納
入
さ
れ
る
米
は
、
家
禄
賞
輿
諜
が
現
米
支
給
で
あ
る
限
り
、
現
物
納
が
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

明
治
八
年
一
月
ニ
十
日
に
佐
賀
県
令
北
嶋
秀
朝
は
大
蔵
省
に
対
し
て
出
し
た
上
申
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

管
下
社
寺
領
壬
申
年
収
納
之
半
穂
米
七
拾
話
六
斗
五
升
七
合
、
昨
七
年
十
月
中
壬
申
租
税
ノ
内
へ
一
旦
上
納
ノ
上
、
右
社
寺
禄
御
下

渡
栴
願
納
受
之
運
棺
済
候
処
、
右
者
骨
悶
(
属
家
禄
賞
血
(
等
高
米
拾
壱
万
四
千
弐
百
拾
八
石
、
同
年
十
一
月
納
受
済
ノ
内
ニ
組
込
者
之
全

重
複
仕
蔚

と
あ
り
、
家
隷
賞
輿
禄
の
高
米
一
一
万
四
二
一
八
石
が
明
治
七
年
十
一
月
に
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
申
は

社
寺
給
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
申
に
対
す
る
示
達
を
明
治
八
年
四
月
四
日
に
大
蔵
卿
大
限
重
信
名
で
出
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
「
七
年
十
一
月
二
日
証
書
米
拾
壱
万
四
千
弐
百
拾
八
石
之
概
納
証
書
書
改
相
渡
候
」
と
あ
り
、
七
年
十
一
月
二
日
に
一
一
万
四

ニ
一
八
石
の
既
納
証
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
す
る
と
、
明
治
七
年
十
一
月
に
は
家
譲
賞
興
課
米
が
十
一
万
余

石
が
現
米
綿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

石
代
納
を
推
進
す
る
上
で
は
、
家
禄
や
賞
輿
禄
が
現
物
支
給
で
あ
る
隈
り
、
こ
れ
が
お
代
納
制
を
阻
害
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

政
府
の
諸
支
出
は
殆
ん
ど
が
貨
幣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
家
隷
賞
禄
問
題
が
処
理
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

畑
落
米
や
加
勢
米
の
下
渡
し
を
、
明
治
八
年
一
丹
一
一
十
七
自
に
佐
賀
県
令
北
嶋
秀
朝
は
大
蔵
省
に
願
い
出
て
い
る
が
、
そ
れ
は
落
米

や
加
勢
米
量
を
出
し
な
が
ら
も
、
そ
の
代
金
で
の
支
払
い
と
な
っ
て
い
る
。
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旧
蓮
池
県

日
'hr

S
S
E
-

，J 

城

六
拾
九
ケ
村

一
畑
落
米
千
五
拾
九
石
八
斗
九
升
五
合

此
京
桝
千
五
百
八
拾
四
石
九
斗
八
合
四
勺

此
代
金
五
千
七
百
三
拾
八
円
弐
拾
七
銭
弐
窟

但
壱
石
ニ

円
六
拾
弐
銭
五
一
箆
七
毛
引
悶
小
城
県

四
拾
志
ケ
村

加
勢
米
五
百
弐
拾
弐
石
弐
斗
八
升
七
合

此
京
桝
五
百
四
拾
四
お
ふ
ハ
斗
弐
升
七
合
八
勺

此
代
金
千
九
百
七
拾
壱
円
八
拾
六
銭
こ
厘

畑
一
右
同
断

含
米
弐
千
四
拾
弐
石
壱
斗
八
升
弐
合

此
京
桝
弐
千
百
弐
拾
九
石
五
斗
一
一
一
升
六
合
九
勺

此
代
金
七
千
七
百
拾
円
拾
一
一
一
銭
五
盟

右
旨
滋
〈
酒
年
間
鹿
島
・
蓮
油
・
小
城
畑
落
米
、
旧
小
城
加
勢
米
御
渡
方
之
儀
、
明
治
七
年
九
丹
相
伺
寵
候
処
、
同
年
十
月
申
立
之
通

御
閤
済
ニ
付
、
右
代
制
御
下
渡
有
之
度
、
此
段
上
申
仕
候
也



と
あ
り
、
落
米
と
加
勢
米
が
現
金
で
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

石
代
納
に
伴
な
っ
て
起
っ
て
く
る
問
題
に
悶
藩
士
躍
の
家
禄
米
の
扱
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

唐
津
藩
と
対
馬
藩
田
代
領
で
は
、
議
士
に
対
し
て
は
俸
隷
米
支
給
で
あ
っ
た
が
、
佐
賀
藩
で
は
地
方
知
行
制
が
基
本
的
制
度
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
佐
袈
藩
の
地
方
知
行
制
も
暁
治
二
年
の
地
方
知
行
総
廃
止
に
よ
っ
て
俸
禄
制
に
転
換
し
た
。
ま
た
、
家
隷
削
減
な

ど
に
よ
っ
て
、
悶
藩
土
居
が
受
け
取
る
米
穀
は
減
少
し
た
が
、
在
代
納
制
が
と
ら
れ
る
ま
で
は
、
現
物
受
給
が
建
て
前
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
石
代
納
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
次
第
に
現
米
受
給
か
ら
貨
幣
受
給
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
様
相
を
明
治
六
年

末
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

明
治
六
年
七
月
十
三
日
に
、
佐
賀
県
庁
内
で
「
家
禄
渡
方
ニ
付
布
達
案
伺
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

士
族
其
外
家
禄
賞
輿
米
等
当
十
ニ
月
左
之
割
ヲ
以
於
出
納
課
米
券
相
渡
候
条
、
銘
々
請
取
組
税
課
持
出
、
村
割
相
整
候
上
、
其
控

シ
現
米
引
換
可
申
事

村
長
へ

明治初年における石代納と地域商人

但
米
券
渡
方
日
割
ハ
追
テ
棺
達
可
申
事

当
節
米
券
渡
之
残
数
之
義
ハ
悉
皆
石
代
ヲ
以
来
年
二
月
中
渡
済
相
整
事
申
率

一
四
拾
石
臼
上
ノ
分
ハ
隷
高
ノ
多
寡
ニ
関
セ
ス
弐
拾
石
宛
米
券
渡
リ
ノ
コ
ト

一
回
拾
石
己
下
回
石
九
斗
九
升
九
合
勺
迄
ハ
禄
高
ノ
半
数
米
券
波
ノ
コ
ト

一
三
石
己
下
悉
皆
米
券
渡
ノ
コ
ト

但
家
禄
高
ハ
桝
延
ト
モ
参
入
イ
タ
シ
候
事

一
華
族
家
禄
ノ
義
ハ
収
納
高
相
舶
、
現
米
石
代
納
之
分
別
段
定
候
上
相
渡
可
申
事

右
心
得
相
違
候
事

と
あ
る
。
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家
禄
賞
曲
(
禄
は
出
納
諜
が
出
す
米
券
を
受
け
取
り
、
租
税
課
が
示
め
村
の
村
長
に
米
券
を
示
め
し
、
現
米
と
引
き
換
え
る
と
あ
る
。

こ
の
眠
り
で
は
現
地
引
き
取
り
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
家
禄
高
に
応
じ
た
現
米
受
け
取
り
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。

禄
高
田

O
石
以
上
は
、
二

O
石
ま
で
が
米
券
渡
し
、
五
石
以
上
四

O
石
ま
で
は
、
禄
高
の
半
数
が
米
券
渡
し
、
一
一
一
石
以
下
は
金
禄
高
を

米
券
で
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
米
券
で
渡
さ
れ
た
残
り
は
、
翌
年
ニ
月
中
に
貨
幣
で
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
出
藩

制
期
の
上
士
層
ほ
ど
若
代
納
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

家
探
米
の
現
米
受
給
体
制
が
話
代
納

に
よ
っ
て
、
大
き
く
転
換
し
つ
つ
あ
る
。

家
録
米
が
石
代
相
場
に
基
づ
い
て
貨

幣
で
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

旧
佐
袈
藩
主
鍋
島
産
大
の
家
諌
米
の
こ

と
で
も
窺
わ
れ
る
。

「
佐
賀
の
役
」
の
折
に
鍋
島
藍
大
の
家

禄
が
石
代
相
場
で
反
政
府
側
に
護
っ
た

が
、
そ
の
中
で
「
明
治
七
年
四
月
に
当

県
旧
知
事
鍋
島
蔵
大
突
酉
年
家
禄
五
代

減
徒
共
謀
最
一
日
謀
判
ヲ
以
テ
、
金
ニ
万
五

千
円
請
取
候
」
と
あ
り
、
石
代
金
と
し

て
二
万
五
千
円
が
渡
っ
て
お
り
、
同
年

六
月
に
も
「
鍋
島
高
大
笑
酉
年
家
禄
石

明治7年諸費凡桜

額・1立 訳内

褒 1

管轄高 50万石余

月給

第一常備金

1.金28，668円

1.金 2，900円

第二常備金

捕亡入費

1.金 8，500内

1.金 3，150河

芸家禄米

金給之分

1¥1:典禄

社寺給

1. 米115，358石5斗5チ十

金 202内43銭3箆

1.米 11，201石8斗07合

1.米

佐察，ノj、城，蓮池

79石7斗4升8合

1，013石4斗8升1.米

終身家禄327人分

終身加米扶持米630石7斗9升2合1.米

蓮池，鹿島扶持70人分

間常社徐授

139石 I斗3升8合

34円

1.米

1.金

神'gJ=l給

入牢入費

1.金 1，056内

1.金 505円8銭

懲役人飯米代

棄児養育料

1.金 1，947内12銭

1.金 266内

ム米128，424お1升2合

口金 47，228何回銭3康
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代
之
内
賊
徒
共
」
と
石
代
金
に
ふ
れ
て
い
る
。

明
治
七
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
佐
賀
県
諸
費
用
の
積
書
が
明
治
六
年
十
二
月
二
十
三
日
に
大
蔵
省
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

積
書
に
対
し
て
は
、
暁
治
七
年
三
丹
十
三
日
に
大
蔵
潮
大
限
重
一
信
名
で
、
前
年
度
常
借
金
な
ど
を
酷
い
た
数
を
「
議
取
方
可
申
出
候
、

尤
渡
日
間
限
者
追
部
出
納
寮
よ
り
可
相
違
候
事
」
と
積
書
を
承
認
し
て
い
る
。
積
書
の
内
訳
は
表
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

米
一
一
一
万
八
四
二
四
石
一
升
余
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
こ
れ
だ
け
の
現
米
納
量
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
殆
ん
ど
が
沼
知
事

と
士
族
躍
の
家
禄
米
と
賞
輿
禄
米
で
あ
る
。
石
代
納
と
の
関
連
で
み
れ
ば
、
家
禄
・
賞
血
(
禄
が
現
米
支
給
で
あ
る
限
り
、
石
代
納
は
、

こ
の
部
分
以
外
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
に
寅
組
米
全
量
を
石
代
腕
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

明治初年におりる石代納と地域商人

注

(
l
)
(2) 

(3) 

(
4
)
 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 
「
管
省
進
遼
」
自
明
治
七
年
一
月
到
六
月
|
「
賓
腐
波
石
代
金
価
絡
之
儀
ニ
付
願
」
。

問
問
。同
右
i
「
震
属
石
代
納
ニ
付
御
属
」
。

同
右
i
「
震
米
石
代
納
之
儀
ニ
付
上
申
」
。

「
八
年
管
省
進
達
」
一
!
「
大
蔵
省
へ
壬
甲
年
社
寺
禄
納
御
取
消
綴
」
。

照
右
|
「
大
蔵
省
へ
畑
落
米
・
加
勢
米
御
下
波
之
儀
ニ
付
上
申
」
。

「
官
同
省
進
達
」

8
明
治
七
年
一
月
到
六
月

l
「
家
禄
波
方
一
一
付
布
達
案
伺
」
。

向
右
|
「
鍋
島
蔵
大
家
禄
石
代
波
之
義
一
一
付
例
議
」
。

「
官
省
進
達
」
明
治
七
年
一
、
二
月
分
。

函

石
代
締
と
麗
人
問
機

石
代
納
が
進
む
中
で
農
民
の
手
元
に
残
さ
れ
た
米
穀
の
販
売
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
遠
腐
地
で
の
米
穀
販
売
は
農
民
に
と
っ
て
は

困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
地
域
内
で
の
米
穀
販
売
を
求
め
る
要
望
が
強
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
が
明
治
六
年
十
一
丹
の
米
市
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場
設
立
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
伎
賀
郡
と
佐
賀
出
城
下
町
に
お
い
て
東
と
西
に
米
市
場
を
設
け
、
地
域
米
の
取
り
扱
い
を
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

明
治
六
年
六
月
に
「
寅
米
石
代
賀
読
除
」
が
出
さ
れ
、
開
年
九
月
に
は
「
米
穀
商
社
通
流
部
」
の
設
立
が
願
い
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
石
代
納
に
よ
っ
て
、
地
域
米
穀
市
場
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
願
い
を
提
出
し

た
の
は
弥
富
元
右
衛
門
、
古
賀
善
兵
舗
な
ど
地
元
有
力
商
人
、
地
主
層
で
あ
っ
た
。
「
米
市
場
」
設
立
を
願
っ
た
の
も
こ
の
躍
で
あ
っ

た
。
米
市
場
の
元
締
人
は
十
一
人
で
あ
る
が
、
弥
窟
元
右
衛
門
、
井
手
善
兵
得
、
田
上
徳
十
郎
等
七
人
は
、
米
穀
蕗
社
連
済
社
の
設
立

に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
米
市
場
は
、
こ
れ
ら
地
域
有
力
商
人
、
地
、
玄
関
胞
の
指
導
の
下
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

石
代
納
の
進
展
に
お
い
て
は
、
米
穀
販
売
が
大
き
な
課
題
に
な
る
が
、
米
穀
販
売
を
取
り
扱
う
商
社
願
い
な
ど
が
、
こ
の
よ
う
に
出

さ
れ
る
状
抗
に
な
っ
て
き
た
。
明
治
七
年
末
壌
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

明
治
七
年
十
一
月
五
日
に
杵
島
郡
内
か
ら
「
石
代
純
一
一
付
結
社
願
」
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
顕
い

か
れ
て
い
る
。

ま
ず
次
の
よ
う

今
般
別
冊
規
制
輩
出
ノ
通
結
社
椙
設
度
泰
存
候
関
、
依
藤
ハ
創
業
之
意
制
御
亮
察
此
旨
御
免
許
被
下
度
泰
願
上
候
、
御
許
容
於
被
成
下
ハ
、

不
敢
取
社
中
ヨ
リ
一
名
登
坂
仕
、
尚
又
金
主
江
協
議
致
、
臨
然
規
則
ノ
内
改
別
ノ
条
モ
御
座
候
ハ
直
接
上
申
仕
候
、
依
テ
規
則
井
趣

意
書
相
説
、
此
段
伏
テ
泰
熱
願
候
塩

仁
川
平
石
代
納
結
社
の
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。
杵
島
郡
下
大
西
山
村
の
宮
諒
忠
頼
と
浦
田
保
教
、
同
郡
武
雄
村
武
雄
頼
均
の
一
一
…
名
が
提

出
し
て
い
る
。
同
郡
は
佐
賀
一
平
坦
部
に
あ
り
、
藩
制
期
か
ら
の
米
穀
生
産
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
願
い
に
は
「
旨
趣
大
略
」
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
十
三
田
大
区
ハ
僻
地
郡
豊
ニ
シ
テ
、
人
員
ニ
比
ス
レ
ハ
回
自
由
狭
降
、
コ
一
村
農
業
ノ
外
余
産
ナ
シ
、
故
ニ
融
通
ノ
金
円
不
足
ニ
シ

テ
小
民
自
用
ニ
乏
シ
、
先
般
綿
布
告
ア
リ
シ
小
学
校
ノ
如
キ
ニ
至
テ
モ
、
其
資
産
ヲ
厭
ヒ
競
テ
設
立
ス
ル
ニ

サ
ラ
ン
者
ア
ラ
ン
、
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且
道
路
ノ
修
繕
橋
梁
ヲ
設
ケ
大
ニ
粗
略
ナ
リ
、
予
輩
従
来
是
ヲ
歎
シ
農
関
ニ
可
然
余
産
ヲ
勉
メ
ン
人
、
金
円
ノ
融
通
ヲ
利
シ
、
盛
ニ

学
校
ヲ
興
シ
、
道
路
橋
梁
ヲ
修
繕
シ
、
以
テ
良
俗
タ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
、
難
然
予
輩
短
才
不
学
ニ
シ
テ
経
済
ノ
道
ニ
疎
ク
、

一
二
試
験
ス
ル
事
業
ア
リ
ト
雄
モ
皆
不
可
ナ
リ
、
終
ニ
空
ク
今
日
ニ
逮
ヘ
リ
、

と
述
べ
、
小
学
校
設
寵
、
道
路
橋
梁
の
補
修
な
ど
は
僻
地
部
盟
な
の
で
金
円
の
融
通
が
乏
し
い
の
で
、
遂
行
で
き
が
た
い
状
況
に
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
続
け
て

然
ル
一
一
壬
申
以
来
貫
粗
石
代
納
ア
許
サ
ル
、
ャ
、
其
価
十
月
、
十
一
月
、
月
ノ
持
場
ヲ
平
均
シ
テ
確
定
セ
一
フ
ル
、
ト
問
、
此
一
ニ

ケ
丹
ハ
米
錨
尤
卑
平
時
ト
ス
、
到
癌
下
落
ノ
時
ヲ
計
リ
旦
半
納
ノ
期
ヲ
翌
年
三
月
五
月
二
延
フ
ル
モ
ノ
、
朝
廷
下
民
ヲ
愛
セ
ラ
ル
、

ノ
御
深
意
ト
泰
恐
察
偏
ニ
感
慨
ニ
不
堪
所
ナ
リ
、
然
ル
ニ
国
年
石
代
納
ノ
景
況
ヲ
考
ル
ニ
小
民
貯
積
ノ
金
円
ナ
リ
、
現
米
ヲ
売
却
シ
、

其
代
金
ヲ
以
テ
直
ニ
納
達
ス
、
此
時
ヤ
是
レ
売
ル
者
多
ク
、
国
疋
ヲ
貿
者
ハ
寡
ク
、
米
価
一
時
ニ
下
落
シ
テ
定
価
ヨ
リ
当
時
売
買
ノ
相

場
ハ
卑
ニ
査
一
ブ
ン
、
且
或
ハ
蕗
人
等
猿
ニ
方
略
ヲ
施
シ
、
人
民
ニ
審
テ
藻
メ
納
金
シ
テ
現
米
ヲ
引
受
、
高
値
ノ
時
ヲ
倹
テ
売
捌
キ
利

潤
ヲ
一
己
中
間
ニ
謹
ス
、
瞭
上
意
下
ニ
徹
セ
ス
、
仁
政
中
途
一
一
低
滞
シ
テ
下
民
ニ
及
ハ
ス

と
、
石
代
納
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
農
民
に
金
銭
の
蓄
額
が
な
く
、
こ
の
た
め
現
米
を
売
っ
て
芯
代
納
金
を
調
達
し
て
い
る
が
、

一
時
に
農
民
が
売
る
た
め
米
備
が
下
落
し
て
い
る
と
し
、
高
人
が
諌
め
納
金
し
て
現
米
を
引
き
請
け
、
こ
の
現
米
を
高
価
な
特
に
売
り

描
い
て
利
潤
を
得
て
い
る
と
し
て
い
る
。

石
代
納
の
状
況
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
農
民
が
石
代
納
金
の
調
達
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
現

状
を
改
め
た
め
と
し
て
、
更
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

加
之
従
来
ノ
貢
租
ニ
テ
ハ
米
価
ノ
高
下
有
テ
、
乍
恐
大
蔵
省
入
ノ
定
額
ア
ル
ヲ
知
ラ
ス
、
若
今
後
金
税
ニ
御
改
革
有
ン
時
期
ニ
宝
ラ

ハ
愈
米
穀
ア
売
却
シ
テ
納
達
ス
ル
小
民
十
ノ
八
九
ニ
及
ハ
ン
、
従
テ
価
値
抵
下
商
人
己
の
利
潤
ヲ
議
ラ
ン
事
前
件
ニ
超
過
セ
ン
、

是
最
稼
者
ノ
概
歎
ニ
壌
サ
ル
所
以
ナ
リ

明治初年における石代納と地域商人
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と
、
金
納
に
転
換
す
れ
ば
、
農
民
は
十
人
の
う
ち
八
、
九
人
は
米
穀
を
売
却
し
て
調
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
た
め
米
価
は
下
帯
し
、

商
人
の
み
が
利
益
を
得
る
と
指
摘
し
、
更
に

〈
辻
仙
)

将
或
ハ
農
民
モ
目
前
ノ
依
手
一
一
趨
リ
敢
テ
後
患
ヲ
計
ラ
ス
、
籾
ノ
乾
度
、
俵
ノ
製
方
往
々
組
漏
ニ
渉
リ
、
虫
付
ノ
損
害
多
分
ナ
リ
、

之
ヲ
概
算
ス
ル
ニ
一
俵
一
一
五
合
ノ
関
失
積
テ
万
能
ニ
去
十
石
ト
ナ
ル
、
実
ニ
古
人
下
ニ
大
ナ
ル
損
財
ナ
ラ
ン
、
比
段
一
昔
輩
ノ
傍
観
ス
ル
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ニ
忍
ヒ
サ
ル
所
以
ナ
リ

と
、
農
民
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
農
民
が
籾
の
乾
燥
を
怠
り
、
俵
搭
え
も
組
漏
に
な
り
、
こ
れ
は

俵
に
五
合
の
欠
米
に
棺
当
し
、
こ

れ
は
一
万
俵
で
は
五
十
石
の
損
失
に
な
る
と
言
及
し
て
、

因
テ
同
志
両
三
軍
熟
之
ヲ
議
ス
ル
一
一
、
都
府
ニ
大
鹿
ノ
金
主
ヲ
僑
頼
シ
、
一
向
区
内
合
併
シ
以
テ
岩
代
ヲ
制
御
規
則
ノ
期
ニ
応
シ
、
納
金

現
米
ハ
余
主
ニ
托
シ
、
後
日
米
価
ノ
高
価
ヲ
計
テ
売
却
セ
シ
メ
ナ
ハ
、
中
間
利
潤
一
己
ニ
奪
ノ
憂
ナ
ク
、
利
品
ハ
皿
ヲ
全
部
シ
立
方
法
ヲ

以
テ
益
金
ノ
内
幾
分
カ
積
金
シ
、
遂
年
繁
殖
ノ
後
ハ
学
校
費
用
橋
襲
営
繕
ノ
資
ト
シ
、
側
ラ
貧
民
ヲ
救
櫨
ス
ル
ニ
一
フ
ハ
、
上
朝
廷
ノ

御
趣
意
ヲ
尊
守
シ
、
下
各
自
ノ
不
足
ヲ
補
ハ
ン
而
農
業
ノ
外
産
生
ノ
業
ヲ
工
夫
発
明
シ
テ
一
般
ニ
施
行
セ
ハ
、
後
必
ス
都
会
ニ
譲
ラ

サ
ル
良
俗
タ
ラ
ン
故
、
然
リ
而
テ
之
ヲ
美
事
ト
シ
テ
、
思
外
合
併
ヲ
翼
望
ス
ル
地
方
ア
ラ
ハ
益
盛
大
ニ
興
起
シ
、
聯
御
政
体
ヲ
小
補

ス
ル
ノ
一
端
ト
モ
成
シ
カ
、
例
テ
区
平
ノ
衆
評
ヲ
終
テ
右
ノ
方
法
ヲ
確
定
セ
リ

と
、
石
代
納
に
対
立
す
る
方
策
を
述
べ
て
い
る
。
納
金
現
米
は
都
市
の
金
、
王
に
托
し
、
現
米
は
米
価
の
高
い
折
に
売
却
す
れ
ば
、
中
間

利
潤
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
し
て
い
る
。
農
民
各
自
が
米
を
売
る
の
で
は
な
く
て
、
金
主
に
予
托
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
利
援

金
が
出
れ
ば
、
そ
れ
を
蓄
え
、
そ
れ
が
増
え
れ
ば
、
学
校
費
や
橋
梁
の
営
繕
に
当
て
れ
ば
貧
民
の
救
憧
と
な
り
、
農
業
以
外
の
産
業
の

振
興
に
も
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
「
宮
趣
大
略
」
を
や
〉
詳
し
く
検
討
し
て
き
た
が
、
石
代
納
に
伴
う
状
況
が
記
せ
ら
れ
て
い
る
。
農
民
に
石
代
納
金
の
貯
え
が

な
く
、
そ
の
た
め
現
米
を
売
却
を
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
た
め
時
に
多
量
の
売
米
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
の
で
米
価
が
下
が
り
、
ま
た



高
人
が
石
代
金
を
納
入
し
て
現
米
を
引
き
取
り
、
そ
れ
を
高
価
な
折
に
販
売
し
利
益
を
得
て
い
る
捺
相
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
代
納
が

農
民
へ
の
現
米
販
売
の
強
要
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
商
人
閣
が
介
在
す
る
状
況
が
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に

諌
め
都
市
の
金
主
に
石
代
納
金
の
納
入
と
現
米
の
販
売
を
依
頼
し
、
利
益
を
分
け
合
う
方
策
を
と
り
た
い
と
し
て
い
る
。
金
主
に
お
代

納
金
の
納
入
と
現
米
販
売
を
依
頼
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
点
で
あ
る
。

「
旨
趣
大
路
」
に
基
づ
い
て
、
米
販
売
に
関
す
る
規
則
が
作
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
十
七
条
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
以
下
に
そ
の
内

容
を
検
討
し
て
お
に
日
。

第

条
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

明治初年における石代納と地域商人

比
挙
金
全
ク
中
ノ
小
民
生
産
ノ
基
礎
ヲ
立
、
漸
次
盛
大
ヲ
期
シ
、
人
間
ノ
本
務
ヲ
遂
ク
ル
ニ
有
之
候
得
者
、
同
心
協
力
各
自
常
識
ヲ

勉
励
シ
、
余
力
経
済
ノ
事
業
ア
ラ
ン
ヲ
注
目
シ
テ
、
寅
租
筋
聯
モ
猿
之
儀
無
シ
之
様
銘
蹄
可
致
事

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
生
業
に
努
め
る
一
般
的
な
心
構
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
貫
租
納
入
を
摂
り
に
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
、
石
代
納
と
の
関
り
で
、
規
則
が
成
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
。

第
二
条
は

於
阪
府
大
慶
ノ
金
主
司
ノ
依
頼
シ
、
十
初
代
納
期
丹
御
規
期
通
上
納
可
致
事

と
、
大
阪
の
金
主
に
依
頼
し
、
石
代
納
金
が
期
日
中
に
納
入
す
る
休
期
を
と
っ
て
い
る
。

第
三
条
は

社
長
一
人
、
附
属
二
人
、
毎
村
小
頭
一
人
ヲ
相
立
テ
、
何
レ
モ
入
札
法
ヲ
以
テ
撞
挙
之
事

と
、
社
長
、
附
属
人
、
小
頭
を
選
挙
で
選
ぶ
と
し
て
い
る
が
、
各
村
悠
に
小
頭
一
人
を
置
く
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
村
を
単
位
の
運
営

が
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
控
目
さ
れ
る
。

第
四
条
で
は
、
石
代
納
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
ω

記
さ
れ
て
い
る
。
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毎
年
九
月
十
五
日
限
各
自
責
租
石
代
納
ノ
高
ヲ
概
算
シ
、
闘
疋
ヲ
簿
冊
ニ
細
記
連
印
シ
、
掛
リ
村
長
ノ
調
印
ヲ
乞
、
小
頭
ヨ
リ
社
長
エ

可
届
出
、
社
長
ハ
是
ヲ
惣
括
シ
依
頼
ノ
金
主
エ
逮
シ
、
定
約
証
書
取
換
シ
、
金
円
ハ
金
主
方
ヨ
リ
代
理
ヲ
以
納
金
期
担
前
宰
領
前
ニ
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シ
テ
送
達
之
事

と
、
九
月
十
五
自
ま
で
に
農
民
は
石
代
納
高
を
概
算
し
て
帳
簿
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
村
長
の
認
印
を
押
し
、
そ
れ
を
社
長
に
届
け
出
る

と
し
て
い
る
。
村
毎
に
小
頭
を
一
人
霞
く
と
し
た
の
は
、
村
内
の
帳
簿
の
整
理
や
村
長
へ
の
連
絡
な
ど
の
用
務
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

村
が
単
位
と
な
っ
て
石
代
納
高
調
べ
を
行
う
と
す
る
所
に
、
藩
制
期
の
村
請
制
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

出
て
い
る
。
社
長
は
石
代
納
惣
高
を
金
、
王
に
達
し
、
金
主
は
納
入
す
べ
き
石
代
納
金
を
期
隈
ま
で
に
送
還
す
る
と
し
て
い
る
。
お
代
納

金
を
大
阪
商
人
が
立
て
替
え
る
体
制
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
大
阪
商
人
が
石
代
納
金
を
納
入
す
る
代
り
に
石
代
納
高
に
棺
当
す
る

米
安
}
取
り
扱
う
権
限
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
五
条
に
は
、
石
代
納
金
の
納
入
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

既
ニ
金
内
送
達
相
成
旦
石
代
納
平
均
代
価
御
布
達
ノ
上
、
前
条
届
出
候
概
算
書
ヲ
証
ト
シ
テ
、
代
理
人
社
長
両
名
ニ
テ
各
区
扱
所
へ

期
限
通
納
金
致
シ
受
書
ヲ
取
リ
、
其
趣
代
理
人
社
長
連
印
ニ
テ
各
村
小
頭
中
へ
証
書
可
相
渡
、
小
頭
是
ヲ
掛
内
社
中
へ
報
知
シ
、
其

(
日
拭
)

上
ニ
テ
掛
村
上
へ
可
差
出
事

前
リ
、
借
リ
受
候
金
利
子
無
之
事

金
主
か
ら
送
達
さ
れ
た
石
代
納
金
は
、
金
主
代
理
人
と
社
長
が
各
症
の
石
代
納
金
取
扱
所
へ
期
限
通
り
納
入
し
て
受
取
書
を
受
け
取

り
、
そ
れ
を
小
頭
に
渡
し
、
小
頭
は
社
中
の
者
に
そ
れ
を
知
ら
せ
、
村
長
に
も
提
出
す
る
と
し
て
い
る
。
石
代
納
金
の
納
入
は
金
主
代

理
人
と
社
長
が
行
い
、
納
入
し
た
金
額
は
小
頭
よ
り
社
中
の
者
に
通
知
す
る
と
あ
る
。
寅
粗
金
の
納
入
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
で

確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
米
の
引
き
渡
し
が
次
に
問
題
に
な
る
が
、
そ
れ
は
六
条
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

現
米
ハ
十
一
百
十
五
田
限
半
額
致
蔵
納
、
翌
年
一
一
月
二
皆
細
可
致
、
但
シ
蔵
納
時
々
小
頭
ヨ
リ
米
紙
其
外
検
査
致
シ
俵
毎
ノ
指
札
ニ



現
在
ノ

ス
へ
シ
、
劣
米
姓
入
目
等
存
寄
有
一
フ
ハ
直
ニ
入
替
サ
ス
ヘ
シ
、
日
疋
全
ク
後
日
ノ
損
失
ヲ
除
キ
、
利
潤
ヲ
全
ブ
ス

ル
基
根
ナ
レ
ハ
、
能
々
注
意
可
致
事

前
現
米
備
期
限
過
不
行
届
向
ハ
勿
論
お
代
金
棺
替
シ
候
儀
不
相
叶
併
金
主
方
ヨ
リ
借
受
ノ
金
全
不
用
ニ
属
シ
候
訳
ヲ
以
テ
相
当
ノ

償
金
可
差
出
事

現
米
は
十
ニ
月
十
五
日
ま
で
半
額
分
を
蔵
納
め
に
に
し
、
翌
年
一
一
丹
ま
で
に
皆
納
す
る
と
あ
る
。
蔵
納
に
探
し
て
は
小
頭
が
米
の
賞
、

量
を
検
査
す
る
こ
と
し
て
お
り
、
村
毎
に
現
米
集
荷
が
小
頭
の
責
任
で
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
村
を
単
位
に
し
た
集
米
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
。

明治初年における石代納と地域商人

第
七
条
は
米
は
上
米
で
の
納
入
が
次
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

(
仲
は
〉

一
日
依
田
藤
桝
=
一
斗
一
升
五
合
入
ニ
シ
テ
米
姓
千
百
俵
椿
等
念
入
、
従
前
上
米
ト
唱
候
ニ
不
相
譲
様
注
意
一
月
致
事

附
、
各
俵
各
自
住
居
ノ
郡
村
姓
名
ア
書
、
俵
ノ
小
口
ニ
差
置
可
申
事

と
、
米
の
質
、
乾
燥
度
、
俵
推
之
、
を
よ
米
な
み
に
す
る
こ
と
を
定
め
、
俵
毎
に
納
入
者
の
住
居
氏
名
を
書
く
よ
う
に
と
し
て
い
る
。

第
八
条
は
役
員
が
規
則
を
破
っ
た
折
は
「
其
罪
ニ
応
シ
罰
金
可
差
出
」
と
罰
金
を
課
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

第
九
条
は
石
代
納
金
と
現
米
渡
し
に
つ
い
て
で
あ
り
、

社
中
人
員
決
定
ノ
上
ハ
、
石
代
納
金
相
賠
ミ
、
社
長
ヨ
リ
其
趣
阪
府
金
主
エ
通
達
ノ
上
、
初
度
備
現
米
一
月
限
リ
、
次
備
現
米
一
一
一
丹

眠
、
請
取
人
シ
テ
憶
ナ
ル
人
名
差
越
、
金
主
井
頭
取
ヨ
リ
ノ
折
印
紙
証
文
ヲ
請
取
候
上
、
右
備
現
米
相
渡
可
申
事

と
、
石
代
納
金
額
が
確
定
し
た
ら
、
社
長
は
金
主
に
そ
の
旨
を
通
告
し
、
初
年
度
は
現
米
を
一
月
と
三
丹
に
金
主
に
渡
す
と
し
て
い
る
。

第
十
条
は
現
米
廻
送
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

備
米
両
度
棺
渡
候
節
、
廻
船
場
運
輸
迄
ノ
内
、
自
然
天
災
盗
難
井
鼠
切
等
ニ
テ
関
米
有
之
節
ハ
、
各
地
積
米
之
惣
額
二
割
合
社
中
ヨ

リ
償
可
申
事
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と
、
船
場
ま
で
の
間
に
天
災
、
盗
難
や
鼠
切
で
欠
米
が
出
た
折
は
、
社
中
が
弁
償
す
る
と
し
て
い
る
。

廻
送
中
の
米
に
つ
い
て
は
、
十
一
条
で

船
中
積
込
候
以
上
ハ
天
災
盗
難
拐
又
双
場
下
落
ニ
テ
何
分
ノ
損
失
棺
立
ト
雄
ト
モ
金
主
ヨ
リ
相
償
、
社
中
ヨ
リ
存
不
申
事

と
、
船
中
の
損
失
に
つ
い
て
は
、
金
主
の
負
担
と
し
て
い
る
。
損
失
に
つ
い
て
の
負
担
区
分
を
明
確
に
し
て
い
る
。

第
十
二
条
は
現
米
販
売
の
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

売
捌
ノ
価
値
ハ
盟
年
八
月
迄
ノ
内
、
阪
府
双
場
理
上
ノ
価
ヲ
以
テ
相
定
可
申
事

附
、
益
金
ハ
九
月
摂
決
算
致
シ
、
金
主
ヨ
リ
社
長
エ
送
達
、
社
長
ヨ
リ
小
頭
取
次
ニ
テ
社
中
銘
々
エ
可
梧
渡
事

と
、
厳
売
価
格
は
翌
年
八
月
ま
で
の
最
高
価
格
と
し
、
益
金
が
出
た
場
合
に
は
、
九
月
中
に
決
算
し
て
、
そ
れ
を
社
中
の
者
に
渡
す
と

し
て
い
る
。

議
金
の
配
分
が
問
題
に
な
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
第
十
三
条
で
、

前
条
益
金
高
ノ
六
分
ハ
金
主
取
納
、
四
分
ハ
社
中
銘
々
取
納
ノ
事

附
、
相
場
下
落
致
シ
利
潤
無
之
節
ハ
、
一
石
ニ
付
金
二
拾
五
銭
宛
運
送
手
間
補
金
ト
シ
テ
金
主
ヨ
リ
社
中
一
同
エ
差
出
可
相
成
事

と
、
金
主
が
六

O
%、
社
中
が
四

O
%を
受
け
取
り
、
益
金
が
な
い
折
は
、
に
つ
き
ニ
五
銭
づ
っ
金
主
よ
り
社
中
に
支
払
う
と
し

て
い
る
。

米
相
場
の
動
き
を
把
握
す
る
た
め
に
、
第
十
五
条
で

販
府
堂
嶋
双
場
ノ
高
下
一
ヶ
月
宛
取
纏
メ
、
頭
取
方
ヨ
リ
相
場
会
社
ノ
割
叩
ヲ
捺
シ
、
翌
丹
初
旬
毎
ニ
社
長
エ
報
知
ノ
事

と
、
堂
島
相
場
を
一
ケ
丹
ご
と
に
社
長
に
報
告
す
る
と
し
て
い
る
。
米
相
場
の
動
き
を
社
中
に
知
ら
せ
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

社
中
の
構
成
は
、
村
を
単
位
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
限
定
し
た
も
の
で
な
く
、
広
く
参
加
を
求
め
て
い
る
。
第
十

六
条
で
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有
士
山
ノ
人
加
入
マ
ハ
、
区
内
区
外
誰
彼
ヲ
論
セ
ス
間
近
ヲ
許
シ
、
規
則
書
承
知
ノ
上
、
互
一
ニ
証
書
取
換
シ
可
申
事

と
、
一
区
内
の
者
に
隈
定
ず
る
こ
と
な
く
、
規
則
を
認
め
た
者
を
参
加
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

第
十
七
条
で
は
、

有
福
ノ
農
民
各
自
勝
手
ニ
石
代
ヲ
納
達
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
格
別
ノ
事

と
、
有
揺
の
農
民
は
自
分
で
石
代
腕
を
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

以
上
、
十
七
条
に
及
ぶ
規
制
別
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
石
代
腕
の
仕
組
が
よ
く
窺
え
る
。

石
代
納
金
の
大
阪
金
主
の
立
て
替
え
、
金
主
へ
の
石
代
納
額
量
の
現
米
送
達
、
利
益
金
の
金
主
と
社
中
の
配
分
と
い
う
構
造
が
出
て

い
る
。
社
中
組
織
に
し
て
い
る
の
は
、
石
代
納
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
米
穀
販
売
の
地
域
的
限
定
性
に
あ
っ
た
。

こ
れ
は
他
面
で
は
地
域
に
お
い
て
は
米
穀
市
場
が
広
範
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
寅
租
を
貨
幣
納
ず
る
場
合
に
起
る
矛
盾
の
解
決

策
と
し
て
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
幕
藩
期
の
大
阪
を
中
心
に
し
た
米
穀
流
通
体
制
が
前
提
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
担
い
手
に
変
化
が
み

ら
れ
る
。
沼
代
納
と
い
う
こ
と
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
或
る
部
で
は
農
民
的
米
穀
流
通
の
形
成
の
動
き
と
も
な
り
え
る
も
の
で
あ

る

「
石
代
納
井
結
社
顧
」
は
明
治
七
年
十
一
月
五
日
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
一
嵐
長
後
藤
孝
貞
は
同
月
七
臼
に
次
の

よ
う
な
処
理
案
を
作
成
し
て
い
る
。

第
三
十
三
大
区
一
一
小
区
居
住
之
士
族
武
雄
頼
均
外
二
名
占
貫
租
石
代
納
之
儀
ニ
付
、
別
紙
之
通
願
出
候
得
共
、
寅
穏
ニ
係
リ
商
方
相

立
候
儀
ハ
不
容
易
儀
ト
世
帯
存
候
、
殊
ニ
昨
発
習
之
年
賀
石
代
納
ヲ
現
米
ニ
交
換
候
ヨ
リ
、
今
日
ニ
至
リ
各
村
苦
構
申
立
候
義
等
有
之

折
柄
一
一
候
得
者
、
御
間
済
不
棺
成
方
可
然
奉
存
候
、
此
段
副
議
開
仕
候
也

と
な
)
願
い
出
を
認
め
な
い
よ
う
に
と
上
申
し
て
い
る
。
理
由
は
資
組
に
関
し
て
高
行
為
を
行
う
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
な
く
、
と
り

わ
け
明
治
六
年
に
は
石
代
納
か
ら
現
米
腕
に
転
換
し
多
く
の
苦
情
が
出
た
折
な
の
で
、
願
い
は
認
め
難
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

353 



「
石
代
納
ニ
付
結
社
願
」
と
医
長
上
申
書
は
、
佐
賀
県
庁
内
で
検
討
さ
れ
、
庶
務
課
、
租
税
課
、
出
納
課
を
経
て
、
七
年
十

八
日
に
緒
方
中
属
が
処
理
案
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

別
紙
武
雄
頼
均
外
関
名
出
願
之
義
ハ
随
分
便
利
筋
ト
ハ
被
存
候
得
共
、
其
実
願
立
共
員
ノ
公
益
ノ
謀
候
義
ト
モ
不
相
見
於
人
民
モ
未

タ
進
歩
開
化
ノ
域
ニ
不
車
、
却
テ
社
中
ノ
為
ニ
束
縛
セ
一
ブ
レ
候
様
ノ
義
相
生
シ
、
終
ニ
彼
是
苦
構
可
申
立
、
最
モ
庁
ヨ
リ
保
護
致
シ

候
半
テ
ハ
、
権
利
ヲ
妨
ク
ル
様
ノ
幣
ハ
無
之
候
得
共
、
是
並
モ
充
分
ノ
保
護
ハ
難
行
届
、
努
以
今
暫
ク
御
援
用
之
義
見
合
相
成
、
人

民
ノ
進
出
又
ハ
周
施
人
之
其
当
ヲ
得
タ
ル
上
ハ
、
御
施
行
棺
成
候
様
仕
度
、
依
之
規
期
等
ハ
今
一
躍
詳
細
取
諦
為
致
、
他
日
ノ
参
考

ニ
備
寵
候
テ
ハ
如
何
、
此
役
奉
偲
候
也

と
上
申
し
て
い
討
。
結
社
願
い
の
内
容
は
結
構
な
も
の
で
あ
る
が
、
翼
に
公
議
の
た
め
を
考
え
て
の
こ
と
か
は
疑
わ
し
く
、
他
方
、
農

民
も
拘
束
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
当
分
は
認
可
を
見
合
せ
て
は
と
の
伺
い
で
あ
り
、
そ
の
処
理
案
を

貢
組
収
納
ノ
儀
、
官
ヨ
リ
正
米
上
納
相
違
候
外
ハ
、
素
ヨ
リ
人
民
ノ
望
ニ
任
セ
候
義
ニ
付
、
於
テ
石
代
ヲ
以
賞
受
方
預
備
候
義
ハ
不

都
合
ニ
付
、
願
之
儀
ハ
難
関
属
候
事

と
作
成
し
て
い
る
。

杵
島
郡
の
結
社
願
い
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
穀
販
売
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
動
き
は
農
民
の
利

益
に
な
ら
な
い
と
す
る
者
も
地
方
で
は
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
八
年
一
月
十
日
に
杵
島
郡
福
富
村
出
身
で
、
出
佐
賀
城
下
町
の
運
池
町
に
寄
宿
し
て
い
た
小
池
嬢
平
か
ら
、
米
市
場
に
関
す
る

建
自
警
が
佐
賀
県
令
北
嶋
秀
朝
宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
自
書
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
む
七

丹

十
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ま
ず
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。

去
作
一
介
之
臣
鞍
謹
按
御
当
県
下
自
山
街
之
米
場
タ
ル
ャ
、
間
T

商
翼
之
乙
璽
冗
之
或
ハ
丙
丁
へ
転
ス
、
然
ル
一
一
其
米
俵
多
ハ
無
其

物
、
先
ツ
ハ
空
米
俵
勝
ニ
テ
御
座
候
処
、
於
御
県
庁
者
現
米
之
御
都
合
ニ
テ
御
許
可
御
座
候
哉
、
持
空
米
ヲ
御
官
辺
御
存
知
ニ
テ
御



官
許
御
鹿
候
哉
、
若
田
県
米
則
無
キ
モ
ノ
ヲ
習
キ
金
銭
ヲ
欺
関
問
、
後
ニ
ハ
各
自
彼
我
ト
引
連
レ
遂
ニ
ハ
御
官
辺
之
締
手
数
ヲ
薬
リ
、

或
ハ
懲
役
杯
ノ
辺
ニ
モ
陥
リ
候
者
無
キ
ト
一
玄
ブ
ヘ
カ
ラ
ス

旧
佐
賀
城
下
町
の
自
山
町
で
は
米
市
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
空
米
取
り
引
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
県
庁
の
都
合
に
よ

る
の
か
、
空
米
取
り
引
き
を
承
知
の
上
で
認
可
し
た
の
か
と
問
う
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
す
る
と
、
白
山
町
で
米
市
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
い
て

明治初年における石代納と地域潟人

右
米
商
法
ノ
儀
ハ
世
ノ
所
謂
棺
場
口
ト
カ
棺
唱
へ
、
甲
商
賢
之
乙
買
亮
之
時
丹
之
問
、
米
儲
騰
貴
郎
甲
ナ
ル
者
頓
ニ
得
大
利
、
乙
ナ

ル
者
忽
破
家
ノ
基
ヲ
醸
シ
、
丙
得
益
則
了
損
之
、
此
自
然
不
止
之
問
、
主
(
財
蛍
ト
田
地
遂
ニ
為
他
人
有
候
、
其
為
害
也
、
破
家
滅
屋

不
菅
妻
子
離
散
シ
、
兄
弟
分
腰
シ
テ
、
父
母
之
憂
ヲ
残
ス
コ
ト
不
可
勝
言
也
、
是
所
謂
朝
ニ
為
狩
頓
タ
ニ
為
正
夫
亦
可
悲
t
t
、
是

悶
リ
好
商
詐
士
之
所
好
寵
識
者
向
次
菱
駕
県
治
底
如
此
則
其
弊
害
烹
後
詰
尚
不
能
脱
除
之
抗
現
今
之
子
弟
乎
哉
、
然
期
断
然
確
乎
大
御

猛
判
テ
以
テ
御
廃
止
有
之
度
一
昨
鵬
之
一
匹
夫
腕
牧
井
一
蛙
管
見
不
泰
一
願
、
斧
一
鍛
湯
鐙
敢
腹
心
何
九
十
右
情
実
御
調
祭
之
程
呼
天
号
一
地
味
宛

之
、
以
テ
奉
懇
麟
謹
自
候
也

と
指
摘
し
て
い
る
。
米
市
場
の
存
在
は
あ
る
が
、
実
態
は
空
米
取
引
で
あ
り
、
米
取
引
に
よ
っ
て
破
産
と
な
る
者
が
出
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
弊
窓
口
を
取
り
除
く
措
置
を
早
急
に
と
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

指
摘
さ
れ
て
い
る
旧
佐
賀
城
下
町
の
米
穀
取
り
扱
い
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
空
米
取
引
の
弊
害
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
或
る
程
度
の
米
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。

杵
島
郡
下
西
山
村
の
有
力
者
に
よ
る
米
取
り
扱
い
賄
社
の
結
社
願
い
や
建
白
書
か
ら
、
佐
加
災
地
域
に
お
い
て
も
米
市
場
を
め
ぐ
る
動

き
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

石
代
納
は
現
米
販
売
を
促
進
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は
地
域
で
の
米
市
場
の
形
成
を
促
す
も
の
と
も
な
っ
た
が
、
「
結
社
願
」
か
ら
も
窺
わ

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
主
体
は
大
阪
米
市
場
と
の
結
び
つ
き
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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藩
制
期
に
お
い
て
は
、
落
財
政
構
造
か
ら
し
て
、
年
賀
米
は
大
坂
米
市
場
で
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
業
務
に
当
っ
て
い
た
の
が

落
御
用
達
滴
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
之
、
米
荷
社
の
結
成
も
幕
藩
期
の
米
穀
流
通
体
制
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
年
震
米
が
農
民
米
に
転
化
し
た
こ
と
は
大
き
な
転
換
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
賞
租
制
の
転
換
つ
ま
り
石
代
納
と
い
う
機
能
か

ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
他
酷
か
ら
み
れ
ば
、
農
民
が
米
儲
変
動
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

藩
制
期
に
お
い
て
は
、
農
民
は
年
寅
納
入
後
に
保
有
し
た
米
を
自
家
飯
米
分
以
外
は
販
売
し
、
こ
の
場
合
に
米
価
変
動
の
影
響
を
受

付
る
が
、
年
震
米
納
入
後
の
た
め
、
量
的
に
は
限
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
代
納
に
な
れ
ば
、
年
寅
米
議
部
分
も
米
価
相
場
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
米
価
の
関
心
が
高
ま
ら
、
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
石
代
総
に
相
当
す
る
米
販
売
機
構
が
整
っ
て
い
な
い

段
階
で
は
、
そ
の
機
能
を
担
う
商
人
層
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
こ
に
「
結
社
願
」
を
提
出
し
、
米
市
場
に
積
穣
的
に
乗
り

だ
そ
う
と
し
た
商
人
層
の
動
き
が
出
る
要
閣
が
あ
っ
た
。

注

(
l
)
(2) 

(3) 

(
4
)
 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 
「
議
願
伺
局
留
」
一
一
一
回
号
。

問。「
諸
願
伺
履
」
明
治
七
年
九
月
ヨ
リ
一

向。向。向。向。「
諸
綴
伺
印
刷
い
明
治
八
年
、
庶
第
四
必
。

月
迄
「
石
代
総
ニ
付
結
社
願
」
。
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五
、
む
す
び
に
か
え
て

石
代
納
の
問
題
を
折
、
家
禄
米
、
米
市
場
と
の
関
連
で
考
察
し
て
き
た
。
領
国
析
か
ら
京
析
へ
の
統
一
は
寅
組
制
の
集
中
体
制
を
促

進
さ
せ
る
作
用
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、
家
禄
米
が
支
給
さ
れ
て
い
る
限
り
、
米
納
制
を
全
面
的
に
石
代
納
に
転
換
さ
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
こ
こ
に
家
探
米
支
給
か
ら
貨
幣
渡
し
と
必
然
化
さ
せ
る
要
閣
が
あ
っ
た
。

政
府
の
石
代
納
推
進
政
策
は
、
米
市
場
再
編
の
契
機
に
な
っ
た
。
震
租
が
米
で
納
入
さ
れ
て
い
る
段
階
で
は
、
賞
租
米
販
売
の
主
体

は
政
府
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
石
代
納
に
な
れ
ば
、
お
代
納
金
調
達
の
た
め
に
、
農
民
は
米
販
売
を
強
い
ら
れ
、
農
民
が
米
販
売
の
主

体
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
の
米
市
場
は
急
速
に
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
石
代
納
金
を
提
供
し
、
そ
の
代
り
に
石
代
納

金
に
相
当
す
る
米
を
集
め
る
商
入
閣
の
動
き
が
出
て
き
た
。
石
代
納
金
の
提
供
を
大
阪
商
人
に
依
存
し
、
米
集
荷
業
務
宇
佐
行
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
藩
制
期
に
も
年
貢
米
販
売
を
担
っ
た
藩
御
用
達
商
人
が
い
た
が
、
今
度
の
商
人
は
農
民
米
の
取
り
扱
い
と
い
う
点
で

明治初年における石代納と地域I婦人

は
異
な
っ
て
い
た
。
米
市
場
の
繋
的
転
換
で
あ
っ
た
。

藩
制
期
に
は
、
江
戸
へ
の
送
金
の
必
要
性
か
ら
、
大
阪
市
場
と
の
結
び
つ
き
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
が
、
米
市
場
が
農
民
米
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
阪
米
市
場
へ
の
依
存
性
は
異
な
っ
て
き
た
。
地
域
米
市
場
の
未
発
達
と
い
う
こ
と
か
ら
、
石
代
納
金
調
達

の
た
め
に
、
大
阪
商
人
と
の
結
び
つ
き
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
地
域
米
市
場
が
形
成
さ
れ
ば
解
泊
す
る
要
素
を
内
在
化
し
て
い
た
。
現

金
獲
得
の
機
会
が
増
え
れ
ば
、
大
板
商
人
へ
の
依
存
度
も
軽
減
す
る
。
こ
の
面
か
ら
も
、
大
阪
米
市
場
を
中
軸
と
し
た
米
穀
流
通
体
制

は
変
化
し
て
ゆ
く
。
米
市
場
の
再
編
で
あ
る
。
米
の
質
低
下
、
俵
製
の
悪
化
な
ど
の
事
態
と
な
り
、
改
良
米
運
動
が
明
治
十
年
代
中
期

ご
ろ
に
強
く
進
め
ら
れ
る
の
は
、
幕
藩
制
期
に
お
け
る
米
流
通
体
制
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
態
で
あ
っ
た
。
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